
＜他氏排斥→藤原氏外戚＞ 

天皇 

藤原氏＝外戚 

女 

子 

(皇太子) 

(→天皇) 

(伴氏) 

(橘氏) 

など 

他氏 

女 

子 

他氏排斥



 

                                                            

 

＜招婿婚(婿入婚)＞ 

天皇 

藤原氏＝外戚 

女 

子 

(皇太子) 

(→天皇) 

(天皇の母方の親戚) 

夫が妻の実家に居住 

→子は母方で養育 

(母方(母系)居住) 

＜招婿婚(婿入婚)＞ 

 

※天皇家は里内裏 



 

                                                            

＜摂政・関白の共通点・相違点＞ 

①共通点 

 →太政官政務を統轄し， 

  官吏の任免権・昇進権を持つ 

 ex.叙位(位階の授与)・除目(官職の任命) 

②相違点 

 摂政…幼少の天皇に代わって政務を行う 

 関白…天皇の成人後に後見役として補佐 



 

                                                            

＜摂政・関白の共通点・相違点(論述対策)＞ 

＜共通点＞ 

天皇と太政官の中間に位置し，太政官政務を統 

轄し，官吏の任免権・昇進権(叙位・除目)を持つ 

＜相違点＞ 

摂政…幼少の天皇に代わって政務を行う 

 →天皇の名において最終決定を代行する 

関白…成人した天皇を補佐し，天皇が太政官に 

下す文書を事前に目を通す権限(内覧権)をもつ 

 →天皇が最終決定を下す際に参加する相談役 



 

                                                            

淳和 

＜承和の変(842)＞ 

恒貞親王 

橘逸勢 

伴健岑 

(53) 

(54) 

(52) 

(55) 

(55) 

嵯峨 

仁明 順子 良房 

藤原冬嗣 

(側近) 

文徳 

(道康親王) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜摂関家系図①＞ 

冬嗣 

仁明 

文徳 明子 

清和 光孝 

良房 順子 ○ 

高子 基経 

陽成 宇多 

醍醐 忠平 穏子 時平 

村上 朱雀 実頼 師輔 

冷泉 円融 

(56) 
(道康親王) 

(57) 

(55) 

(54) 

(59) 

(60) 

(58) 

(61) (62) 

(64) (63) 



 

 ＜摂政の就任＞ 

冬嗣 

仁明 

文徳 明子 

清和 光孝 

良房 順子 ○ 

高子 基経 

陽成 宇多 

醍醐 忠平 穏子 時平 

村上 朱雀 実頼 師輔 

冷泉 円融 

(56) 

(57) 

(55) 

(54) 

(59) 

(60) 

(58) 

(61) (62) 

(64) (63) 

外戚 

あり 
(幼少) 

摂政 摂政 



 

                                                            

 

＜大内裏＞ 

大極殿 

内 裏 

応天門 

朝堂院 



 

                                                            

＜応天門の変①(866)＞ 

太政大臣…藤原良房 

左大臣……源信(容疑者) 

右大臣……藤原良相 

大納言……伴善男 

伴中庸･紀豊城 

犯人と 

告発 







 

                                                            

＜応天門の変②(866)＞ 

太政大臣…藤原良房 

左大臣……源信 

右大臣……藤原良相 

大納言……伴善男(真犯人) 

伴中庸･紀豊城 

事件 

処理 

(→摂政) 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関白の就任＞ 

冬嗣 

仁明 

文徳 明子 

清和 光孝 

良房 順子 ○ 

高子 基経 

陽成 宇多 

醍醐 忠平 穏子 時平 

村上 朱雀 実頼 師輔 

冷泉 円融 

(56) 

(57) 

(55) 

(54) 

(59) 

(60) 

(61) (62) 

(64) (63) 

外戚 

なし 

(成人) 
(58) 

関白 



 

                                                            

＜阿衡の紛議(阿衡事件)(887～888)＞ 

宇多天皇 

①「関白に任命する」詔勅を発給(887) 

 →基経は先例として儀礼的に一度辞退 

②「阿衡に任命する」詔勅を発給(887) 

 →基経は「阿衡」は職掌を持たない 

  名誉職的な存在として出仕を拒否 

③「阿衡」を取り消した修正の詔勅を発給(888) 

 →起草者の橘広相を処罰し，基経が復帰 

藤原基経 
（光孝天皇の第 7 皇子） 擁立 



 

                                                            

＜昌泰の変(901)＞ 

宇多 藤原基経 

登用 文書博士(877) 

蔵 人 頭(891) 

遣唐大使(894) 

右 大 臣(899) 

  (左遷) 

大宰権帥(901) 

穏子 醍醐 

時平 

(左大臣) 

菅原道真 

摂関を 

置かず 

(891) 







＜桓武平氏＞ 桓武天皇 

高望王(平高望) 

貞盛 

国香 

常陸国 

真壁が 

本拠地 良将 

将門 

下総国 

猿島が 

本拠地 

皇族の身分から

臣下の席に降り

る(臣籍降下) 



 

                                                            

 

＜承平・天慶の乱＞ 

(下総国猿島) 

平将門 藤原純友 

(伊予国日振島) 

大宰府 

上野 

下野 

常陸 (国府) 























 

                                                            

 

＜平将門の乱①(939～940)＞ 

平将門 

下総 
猿島 

武蔵 

上総 
相模 

上野 
国府 

下野 

常陸 







 

                                                            

 

＜平将門の乱②(939～940)＞ 

平将門 

下総 
猿島 

武蔵 

上総 
相模 

上野 
国府 

下 野 

常陸 

(鎮圧) 

藤原秀郷・平貞盛 







 

                                                            

 

＜藤原純友の乱①(939～941)＞ 

伊予 

日振島 

大宰府 

藤原純友 (もと伊予掾) 













 

                                                            

 

＜藤原純友の乱②(939～941)＞ 

伊予 

日振島 

大宰府 

藤原純友 

 (鎮圧) 

源経基 

小野好古 

(もと伊予掾) 



 

                                                            

＜安和の変(969)＞ 

 太政大臣…藤原実頼 

 左大臣…源高明(醍醐源氏) 

 右大臣…藤原師尹 

 大納言…藤原在衡 

     藤原兼明 

(清和源氏) 

源経基 

 

源満仲 

(多田源氏) 

 天 皇…冷泉天皇 

 関 白…藤原実頼 

 密告 

摂関家と結んで 

勢力を伸ばす 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜摂関家系図②＞ 

忠平 

隆家 伊周 

道長 道兼 道隆 

兼通 兼家 

師輔 実頼 

定子 

後一条 

頼通 

一条 

三条 

嬉子 

威子 

妍子 

彰子 

後朱雀 

後三条 後冷泉 

女 



 

                                                            

＜摂関政治＞ 

①文書を下す 

摂政・関白 

＜太政官＞ 

天皇 

②近衛の陣で公卿(上級貴族)が 

 重要事項を合議する会議(陣定) 

諸国 

④太政官符(官符) 

③文書を奏上 

④宣旨 

内覧権 

(事前に審査) 

(蔵人頭が伝達する文書) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜氏長者をめぐる対立＞ 

忠平 

隆家 伊周 

道長 道兼 道隆 

兼通 兼家 

師輔 実頼 

定子 

後一条 

頼通 

一条 

三条 

嬉子 

威子 

妍子 

彰子 

後朱雀 

後三条 後冷泉 

女 

① 

② ③ 



 

                                                            

 

＜刀伊の入寇＞ 女真族 
(刀伊) 遼(契丹) 

高麗 

宋(北宋) 
大宰府 



 

                                                            

＜末法思想＞ 

釈迦 

入滅 

1000 年間 

(good) 
末法 

末法元年 

(1052 年) 

像法 正法 
(bad) (？) 

1000 年間 1 万年間 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜摂関家系図②＞ 

忠平 

隆家 伊周 

道長 道兼 道隆 

兼通 兼家 

師輔 実頼 

定子 

後一条 

頼通 

一条 

三条 

嬉子 

威子 

妍子 

彰子 

後朱雀 

後三条 後冷泉 

女 




